
【活動成果】
地元野菜の栽培・収穫体験から献立、料理、喫食、さらに「栄養講話」を組

み込んだ本プロジェクトの実施により「子ども食堂」が単なる食事提供の場に
留まらず、地域食文化伝承の場として機能することを確認でき、新たな食育手
法への一つの道筋が得られた。
地元野菜の種まきから収穫までの一連の栽培・収穫体験に携わった地域住民

や本学の学生は地元食材への愛着や感謝の気持ちを育み、子ども食堂における
料理提供や「栄養講話」を通じて地元食材の魅力を広く発信することができた。
地元食材を活用した献立作成やレシピ集の配布に加え「栄養講話」を通した

栄養教育という一連の活動は、新たな「子ども食堂」のスタイルとして全ての
年代に受け入れられ、地元食材に対する興味・関心を高める効果が得られた。
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【活動概要（背景・目的）】
子ども食堂の社会的役割は食事支援のみに留まらず、今や地域の居場所づくりへと変化してきており、さら

には食育の場として新たな役割を担いつつある。一方で、地域における食文化の伝承の難しさが叫ばれている。
これらの背景により、子ども食堂を拠点とした“地元野菜（出西生姜）の魅力発信プロジェクト”を立ち上げた。
本プロジェクトでは、地元野菜の栽培から献立作成、調理、栄養教育までを一元化して子ども食堂の活動に取
り入れ、地域食文化の伝承と地産地消につながる食育効果を検証することを目的とした。
これらの活動を継続的に実施することで、子ども食堂利用者が地元食材の価値と魅力に気づき、積極的に自

らの食生活に取り入れるようになること（行動変容の促進）が最終目的である。
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活動スケジュール

活動時期
2025年

活動内容 活動場所

4～10月
地元野菜（出西生姜・人参・さつま芋）の栽培・
収穫体験

田口ファーム

5～11月

収穫した地元野菜に関連した教育媒体の作成
①「子ども食堂」で提供する料理の献立
②パンフレット・ポスター・レシピ集
③「栄養講話」のパワーポイント

島根県立大学

10～11月

収穫した地元野菜を活用した「子ども食堂」開催
①料理の提供と共食
②パンフレット・レシピ集の配布
③地元野菜についての「栄養講話」
④アンケート調査

鳶巣
コミュニティー
センター

12月 アンケート調査の集計・分析 島根県立大学

※本プロジェクトは、島根県立大学「令和7年度地域貢献推進奨励金」の助成を受けて実施した。ご理解・ご協力いただきました関係各位に感謝申し上げます。
田口ファームおよび鳶巣コミュニティセンターの皆様、地球食堂サークルの学生、栽培・収獲体験および子ども食堂に参加・ご協力くださった皆様に感謝の意を表します。
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